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３学年・人としての成長を感じた修学旅行

３学年学年主任 安川 輝栄教諭より
自律 ～けじめある行動をし、”楽しい”を自分たちの手で創り上げよう～
これが修学旅行の目標でした。この目標に対し、４月から時間に対する意識や日常のル

ールなど、学校生活そのものを振り返り改善してきました。修学旅行中の３日間、遅れる
ことなく集合時間を守り、各集会ではリーダーの話に耳を傾け、集中して話を聞く姿勢が
見えました。また、時間を守る意識が高く、班員で協力しながら奈良・京都の班行動を楽
しめたようで、目標を十分達成できたと思います。今後、修学旅行で得た成果を生かし後
輩達に３年生としての背中を示して欲しいと思います。
修学旅行担当 佐藤 優輔教諭より

今回の修学旅行は、京都・奈良の班別研修と奈良のクラス別研修、能の体験、そして大
阪のホテルに宿泊と忙しい行程でした。そんな中でも、予定通りに行程をこなすことがで
きたことが、この修学旅行の成功につながったと思います。修学旅行中は、班行動がうま
くいかずに悩む生徒達もいました。しかし、次の日には協力し合い頑張っている姿がそこ
にありました。成功させたいという意志と、その思いにこたえようとする仲間関係が生ま
れたことに私はとても感動しました。３日間で生徒は非常にたくましくなったと言えます。
更に生徒達が大きく成長できるように支援していきたいと思います。

椎 の 木

『修学旅行実行委員より』
３－１ 新井 菜々さん

実行委員を中心として、各学級のリーダーが積極的に声を出して頑
張ってくれたと思うし、それ以外の人たちも協力し、一緒に声かけを
してくれたので、修学旅行を全員で成功させることができたと思いま
す。学級を越え、学年全体でより成長し、仲を深められたと思います。
修学旅行が成功しても、今後に生かさなければ意味がないと思うので、
より３年生らしい姿を目指して頑張りたいと思います。
３－２ 藤原 綾音さん

修学旅行を終えて心に残ったことは、学年全体の雰囲気が変わった
ことです。修学旅行前は、集会時の移動の私語が目立ち、メリハリが
なく修学旅行が不安でしたが、この三日間で学年全体が良い方向に変
わることができ、団結力を高められました。そして、修学旅行の目標
である｢自律｣を達成することができ、最高の思い出をつくることがで
きました。
３－３ 石塚 陽翔さん

実行委員として皆をまとめることがいかに大変で、リーダーの言動
がどれだけ大事かを改めて気付かされました。また、実行委員だけで
なく、班長も協力して呼びかけてくれたことがとても嬉しかったです。

班行動では、班員と話し合いながら、時間通りにゴールに辿り着く
ことができて良かったです。
３－４ 山口 悠太さん

今回の貴重な経験を通して、クラスでは、一人一人が自覚を持ち始
め、学級目標である｢飛躍～切り拓け未来への扉～｣に近づけたと思う。
また、修学旅行ではクラスや班で行動することが多かったので、その
中で仲間との絆が深まり団結することができ良かった。今後は、学年
・学級全体として、常に時と場に応じた行動を心がけるという点を改
善していけるように頑張りたい。
３－５ 荒井 佳希さん

僕は、この３日間を通しての皆の日々の成長が心に残りました。１，
２日目の班別行動や３日目のクラス別行動で班の仲が深まったり、リ
ーダーの呼びかけが日を追うごとに増えていったり、隊形移動をスム
ーズに行えたりと、多くの成長が見られ、実行委員をつとめて良かっ
たなと思えました。この３日間での成長をこれからの学校生活や行事
に生かし、後退していくことのないよう、学年やクラスで団結して頑
張っていきたいです。
３－６ 土肥 諒子さん

私は今回、３年６組の一員として修学旅行に行ってとても良い思い
出を作ることができました。班行動だけでなく新幹線やバス内での出
来事も記憶に強く残っています。京都・奈良の歴史に触れながら、ク
ラスの仲も一段と深まりました。実行委員に協力して下さり、ありが
とうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。
『お礼』 林間学園・修学旅行とリアルタイムで学校ホームページに生徒の様子をアップ

しました。２４００件以上のアクセスがありました。保護者の方等にご覧いただけたことを
心より感謝申し上げます。これからも随時学校の願いや,生徒の様子を発信し、開かれた学
校作りに努力して参ります。ご協力の程お願いします。


